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に於 ける父 と子に続 く聖霊,つ まり第三の段
階到来を皇帝の登場 に見たてた当時のダンテ












象徴空間た り得,あ たか も黄金時代到来を心
待ちするかの如 くである。いずれにせよ帝墓




社会,歴 史性の重みか らも,その後の 「世界
と人間の発見」 としてのルネッサンス形成に





ローマの トライアヌス帝記念 円柱を依 り所 と
したものに限られ,凱 旋門的大アーチの一階























装飾 モテ ィーフ は海洋都市 ピサのネ プチュー
ンへの深 い思 いの反映 として ピサ大聖堂 に ロ
ーマ よ り運 ばれてい た古代 の第一級的装飾 芸
術 と結 びつ くもので あ り,今 ハ イ ンリッヒ帝
の魂 の発揮 すべ き諸力 の象徴 として帝 墓 に採
用 された もの と思 われ るので ある。か くして
凱旋 門式アー チ とい う とりわ け古典 古代的特
質 が強調 される帝墓 再構築図 の正 合性 を,そ
の構 造,形 体,及 び装飾分析 か ら保証 す る新
た な建築部位 の発見,認 定 に よ り,帝 墓 が単
に建築,彫 刻の みな らず装飾 的 に も秀 で,そ
れ はモニ ュメン トが発 す る重要 メ ッセー ジの
象徴 として機能 し,そ の印象 は まことに新鮮
な ものが あった と認識 されて来 る筈で ある。
諸芸術 ジャンル統合の範 としての帝墓 が その
後 ルネ ッサ ンスの各方面 に影響 の輪 を広 げて
行 く実相 につ き,今 後 さ らな る検 討 を進 めて














皇帝 ハ イン リッヒ七世の墓 再構築 図(團 、1983年)
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テ ィー ノ ・ディ ・カマイ
ー ノ,螺 旋 円柱,ピ サ大
聖堂付 属美術 館
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テ ィー ノ ・デ ィ ・カマ イー ノ,石
板,バ ン ニ ョ ・ア ・リポ リ,個 人
蔵
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